
⑴	 別に配布した答案用紙の該当欄に、試験問題裏表紙の記入例に従って、受験地、受験番号
及び氏名を必ず記入してください。多肢択一式答案用紙に受験地及び受験番号をマークする
に当たっては、数字の位を間違えないようにしてください。
⑵	 試験時間は、 ２時間です。
⑶	 試験問題は、多肢択一式問題（第 １問から第 １0 問まで）と記述式問題（第 １１ 問）から成り、
配点は、多肢択一式問題が 60 点満点、記述式問題が 40 点満点です。
⑷	 ①　多肢択一式問題の解答は、所定の答案用紙の解答欄の正解と思われるものの番号の枠

内をマーク記入例に従い、濃く塗りつぶす方法でマークしてください。解答欄への
マークは、各問につき １箇所だけにしてください。二つ以上の箇所にマークがされてい
る欄の解答は、無効とします。解答を訂正する場合には、プラスチック製消しゴムで完
全に消してから、マークし直してください。

	 ②　答案用紙への記入に当たっては、鉛筆（Ｂ又はＨＢ）を使用してください。該当欄の枠
内をマークしていない解答及び鉛筆を使用していない解答は、無効とします。

⑸	 記述式問題の解答は、所定の答案用紙に記入してください。答案用紙への記入は、黒イン
クのペン、万年筆又はボールペン（ただし、インクが消せるものを除きます。）を使用してく
ださい。所定の答案用紙以外の用紙に記入した解答及び上記ペン、万年筆又はボールペン以
外の筆記具（鉛筆等）によって記入した解答は、その部分を無効とします。なお、図面を記述
式答案用紙に記入するに当たっては、万年筆はペン種（ペン先）が細字（Ｆ）以下のもの、ボー
ルペンはボール径（ペン先）が 0.5mm以下のものを使用してください。	 	
	 また、答案用紙の筆記可能線（答案用紙の外枠の二重線）を越えて筆記をした場合は、当該
筆記可能線を越えた部分については、採点されません。
⑹	 答案用紙に受験地、受験番号及び氏名を記入しなかった場合は、採点されません（試験時
間終了後、これらを記入することは、認められません。）。答案用紙の受験地、受験番号及び
氏名の欄以外の箇所に特定の氏名等を記入したものは、無効とします。
⑺	 解答に当たって関数の値が必要な場合には、試験問題の末尾に添付されている平方根、三
角関数を記載した関数表を参照することができます。
⑻	 答案用紙は、汚したり、折り曲げたりしないでください。また、書き損じをしても、補充
しません。
⑼	 試験問題のホチキスを外したり、試験問題のページを切り取る等の行為は、認められません。
⑽	 受験携行品は、黒インクのペン、万年筆又はボールペン（ただし、インクが消せるものを
除きます。）、インク（黒色）、三角定規（三角定規以外の定規の使用は不可。）、製図用コンパ
ス、三角スケール、分度器、鉛筆（Ｂ又はＨＢ）、プラスチック製消しゴム、電卓（予備を含
めて、 ２台までとします。）及びそろばんに限ります。
	 なお、下記の電卓は、使用することができません。
①　プログラム機能があるもの	 	
　次に示すようなキーのあるものは、プログラム機能等を有していますので、使用するこ
とができません。	 	
〈プログラム関連キー〉
　　ＲＵＮ　ＥＸＥ　ＰＲＯ　ＰＲＯＧ
　　ＣＯＭＰ　ＥＮＴＥＲ
　　Ｐ １ 　Ｐ ２ 　Ｐ ３ 　Ｐ 4
　　ＰＦ １ 　ＰＦ ２ 　ＰＦ ３ 　ＰＦ 4
②　プリント機能があるもの
③　アルファベットやカナ文字を入力することができるもの
④　電池式以外のもの
⑾	 試験時間中、不正行為があったときは、その答案は、無効なものとして扱われます。
⑿	 試験問題に関する質問には、一切お答えいたしません。
⒀	 試験問題は、試験時間終了後、持ち帰ることができます。

（05）　　　　試　験　問　題　（午前の部）
注　　　　　意



第 １問	 座標系に関する次のアからオまでの記述のうち、誤っているものの組合せは、後記 １

から 5までのうち、どれか。

ア　平面直角座標系（平成 １4 年国土交通省告示第 9号）は、日本全国を １9 の座標系に区

分している。

イ　平面直角座標系は、ガウス・クリューゲルの等角投影法で表される。

ウ　日本ではＩＴＲＦ94 座標系を採用していたが、平成 ２３ 年の東北地方太平洋沖地震に

伴う測量成果改定により、全国的にＩＴＲＦ２008 座標系に基づくものとなった。

エ　国際地球基準座標系（ＩＴＲＦ座標系）とは、ＧＮＳＳやＶＬＢＩなどの宇宙測地技術の観

測データに基づいた平面直角座標系をいう。

オ　地心直交座標系（平成 １4 年国土交通省告示第 １85 号）とは、回転楕円体の中心を原

点とした ３次元直交座標系をいう。

１　アイ	 ２ 　アオ	 ３ 　イエ	 4 　ウエ	 5 　ウオ
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第 ２問	 次の〔図〕のとおりの地積測量図が備え付けられた土地を測量したところ、次の〔表〕の

とおりの結果を得た。〔図〕の辺長及び形状により亡失点Ｐを復元した場合において、亡

失点Ｐの座標値として最も近いものは、後記 １から 5までのうち、どれか。	 	

	 ただし、〔図〕は地積測量図の抜粋であり、Ｅ点はＡ点とＤ点を結ぶ直線上の点であ

る。

〔図〕

〔表〕

点名 Ｘ座標（ｍ） Ｙ座標（ｍ）

Ａ 5１ .２２ 5３ .46

Ｂ 8１ .２２ 6１ .46

Ｃ 省略 省略

Ｄ 省略 省略

Ｅ 省略 省略

Ｐ 亡失 亡失

Ｘ座標（ｍ） Ｙ座標（ｍ）

１ 69 .２１ 77 .45

２ 69 .２１ 77 .47

３ 69 .２２ 77 .49

4 69 .２３ 77 .46

5 69 .２３ 77 .47
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第 ３問	 次の〔図〕のＡ点、Ｂ点、Ｃ点、Ｄ点及びＡ点を順次直線で結んだ区画（以下「本件区

画」という。）を測量したところ、次の〔表〕のとおりの結果を得た。Ａ点とＤ点を結ぶ直

線上にＥ点を、Ｂ点とＣ点を結ぶ直線上にＦ点を設け、Ｅ点とＦ点を結ぶ直線により、

本件区画をＡ点、Ｂ点、Ｆ点、Ｅ点及びＡ点を順次直線で結んだ区画（以下「（イ）部分」

という。）とＣ点、Ｄ点、Ｅ点、Ｆ点及びＣ点を順次直線で結んだ区画（以下「（ロ）部分」

という。）に分割し、（イ）部分と（ロ）部分の面積の割合が 4：5 となった。この場合にお

いて、Ｅ点の座標値を（Ｘ＝ 55 . 00 、Ｙ＝ １07 . 89 ）とするとき、Ｆ点のＹ座標値として

最も近いものは、後記 １から 5までのうち、どれか。

〔図〕

〔表〕

点　名 Ｘ座標（ｍ） Ｙ座標（ｍ）

Ａ 55 .00 １00 .00

Ｂ 6３ .75 １0３ .50

Ｃ 66 .70 １１5 .３0

Ｄ 55 .00 １１３ .60

１ 　１07 .69

２ 　１07 .86

３ 　１07 .89

4 　１07 .94

5 　１07 .98
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第 ４問	 航空機に搭載されたカメラで地上を撮影した空中写真を用いて行う写真測量に関する

次のアからオまでの記述のうち、誤っているものの組合せは、後記 １ から 5 までのう

ち、どれか。

ア　高塔や高層ビルなどの高さのある鉛直に立つ地物は、鉛直写真上では鉛直点を中心

として放射状に広がるように写る。

イ　空中写真の判読に当たり、写真上の陰影からその地物の形状を知ることができる。

ウ　撮影計画において、撮影コースの始めと終わりの撮影区域外をそれぞれ最低 １モデ

ル以上設定する。

エ　デジタル航空カメラは、一般に雲を透過して撮影できる。

オ　起伏のある土地を撮影した写真の地上画素寸法は、同一写真の中であれば、どこで

も同じになる。

１　アイ	 ２ 　アオ	 ３ 　イウ	 4 　ウエ	 5 　エオ
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第 5問	 点Ａにおいて、点Ｂを基準方向として点Ｃ方向の水平角を複数回観測し、次の〔観測

結果〕のとおりの結果を得た。この場合における当該水平角の最確値に対する標準偏差

の値として最も近いものは後記 １から 5までのうち、どれか。

〔観測結果〕

観測回 水平角の観測値

１ 70°00′05″

２ 69°59′58″

３ 69°59′55″

4 70°00′１0″

１ 　0.98″

２ 　１.３5″

３ 　３.３9″

4 　5.65″

5 　5.87″
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第 ６問	 次の〔図〕のとおり、Ａ点から順次Ｂ点、Ｃ点、Ｄ点、Ｅ点及びＡ点について、閉合多

角測量を行い、次の〔観測結果〕のとおりの結果を得た。観測水平角の閉合差を各観測点

に均等に配分した場合、Ｄ点からＥ点への調整後の方向角として正しいものは後記 １か

ら 5までのうち、どれか。	 	

	 ただし、北はＸ軸の正方向に一致し、Ａ点からＢ点への調整前の方向角αは、59°

２0′40″とする。

〔図〕

〔観測結果〕

β １ ２46°0１′３0″

β ２ ２１9°３8′40″

β ３ ２88°３２′50″

β 4 ２47°３３′00″

β 5 ２58°１３′40″

１ 　２7３°３３′２4″

２ 　２7３°３３′２8″

３ 　２7３°３３′44″

4 　２7３°３３′56″

5 　２7３°３３′58″
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第 ７問	 新点Ａの標高を求めるため、新点Ａから既知点Ｂに対して高低角＋３°00′及び斜距離

３84 . 00 ｍの観測結果を得た。新点Ａの標高に最も近い値は、後記 １ から 5 までのう

ち、どれか。	 	

	 ただし、新点Ａの機械高は １.60 ｍ、既知点Ｂの目標高は １.50 ｍ、既知点Ｂの標高は

１00 .00 ｍ、両差は 0.0１ ｍとする。なお、ジオイドの起伏は考慮しないものとし、斜距

離は、気象補正、器械定数補正及び反射定数補正が行われているものとする。

１　79 .79 ｍ

２ 　79 .80 ｍ

３ 　79 .8１ ｍ

4 　79 .99 ｍ

5 　80 .0１ ｍ
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第 ８問	 既知点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ及びＥから多角測量により新点Ｐの座標を求めたところ、次の

〔表〕のとおりの結果を得た。新点ＰのＸ座標を簡易水平網平均計算で求めた最確値と最

も近くなる路線は、後記 １から 5までのうち、どれか。	 	

	 ただし、水平角の閉合差の補正量については配分済みである。

〔表〕

路線 Ｘ座標（ｍ） 距離（ｍ）

Ａ→Ｐ １084 .３9 ２70

Ｂ→Ｐ １084 .4３ 450

Ｃ→Ｐ １084 .40 １２0

Ｄ→Ｐ １084 .4２ ３60

Ｅ→Ｐ １084 .３6 １80

１ 　Ａ→Ｐ

２　Ｂ→Ｐ

３　Ｃ→Ｐ

4　Ｄ→Ｐ

5　Ｅ→Ｐ
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第 ９問	 等高線に関する次のアからオまでの記述のうち、誤っているものの組合せは、後記 １

から 5までのうち、どれか。

ア　等高線の間隔は、地形図の縮尺に応じて定められている。

イ　等高線が急に屈曲しており、その屈曲が標高の低いほうに向かって膨らんでいる箇

所は、谷筋を表す。

ウ　同一の等高線は、途中で ２本以上に分岐することはない。

エ　傾斜が急な箇所の場合には、等高線の間隔は広くなる。

オ　計曲線とは、等高線のうち、主曲線の 5本目ごとに太線で示した線をいう。

１　アウ	 ２ 　アオ	 ３ 　イウ	 4 　イエ	 5 　エオ
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第１0問	 縮尺が不明である次の〔図〕を判読した結果に関するアからオまでの記述のうち、適切

なものの組合せは、後記 １から 5までのうち、どれか。	 	

	 ただし、〔図〕に記載されている地図記号は電子地形図 ２5000 と同様の地図記号であ

り、神社から博物館までの実際の直線距離は ２40 ｍとする。

〔図〕

ア　電子基準点から水準点までの直線距離は、約 46２ ｍである。

イ　Ａ地点を含む斜線で囲まれた区画の面積は、約 5600 ㎡である。

ウ　Ａ地点から警察署までの直線距離は、Ａ地点から消防署までの直線距離よりも約

60 ｍ短い。

エ　Ａ地点の東側にある道路の幅員は、約 ２4 ｍである。

オ　保健所は、Ａ地点から南西方向約 ２90 ｍの位置にある。

１　アウ	 ２ 　アオ	 ３ 　イウ	 4 　イエ	 5 　エオ
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第１１問	 次の〔観測結果〕及び〔測量成果〕は、次の〔見取図〕に示されているＡ、Ｂ、Ｆ、Ｇ及び
Ａの各点を順次直線で結んだ範囲の土地（以下「本件土地 １ 」という。）並びにＢ、Ｃ、
Ｄ、Ｅ、Ｆ及びＢの各点を順次直線で結んだ範囲の土地（以下「本件土地 ２」という。）を
測量した結果及び成果である。この結果及び成果に基づき、別紙第 １１ 問答案用紙を用
いて、次の問 １から問 6までに答えなさい。	 	
	 ただし、本件土地 １ の面積は、３00 . ２6 ㎡であるとする。なお、座標値、各点間の距
離及び辺長は、計算結果の小数点以下第 ３位を四捨五入し、面積は、計算結果の小数点
以下第 ３位を切り捨てるものとする。
問 １　観測結果からＣ点の座標値を求めなさい。
問 ２　Ｔ １点からＴ ２点を零方向としてＧ点を測設するために必要な水平角及び水平距
離を求めなさい。なお、解答に記載する水平角は ３0 秒以上を繰り上げ、分単位ま
で記載すること。

問 ３　辺ＡＣと辺ＥＧの交点をＨとするとき、このＨ点の座標値を求めなさい。
問 4　Ｂ点及びＦ点の座標値を求めなさい。
問 5　本件土地 ２の面積を座標法により求めなさい。
問 6　本件土地 １及び本件土地 ２について、縮尺 ２50 分の １の図面を正確に作成しなさ
い。なお、図面には縮尺、方位、点名及び辺長を記入すること。

〔観測結果〕

器械点 視準点 水平角 水平距離（ｍ）

Ｔ ２ Ｔ １ 			0°00′00″ －

Ｃ ３２１°4２′50″ 6 .9２

〔測量成果〕
　北は、Ｘ軸の正方向に一致する。

点名 Ｘ座標（ｍ） Ｙ座標（ｍ）

Ｔ １ １１4 .46 59 .69

Ｔ ２ １１5 .59 88 .３0

Ａ １１１ .09 56 .5３

Ｂ 省略 省略

Ｃ 省略 省略

Ｄ １08 .96 85 .１6

Ｅ 	89 .8２ 85 .0１

Ｆ 省略 省略

Ｇ 	90 .３２ 56 .5３
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〔見取図〕

（注）１　Ｆ点はＧ点とＥ点を結ぶ直線上の点である。

	 ２　Ｂ点はＡ点とＣ点を結ぶ直線上の点である。

	 ３　直線ＡＧと直線ＢＦは平行である。
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関 数 表
平　　方　　根 三　　　角　　　関　　　数

度 sin cos tan 度 sin cos tan
１ １ .00000	 5１ 7 .１4１4３	 0 0 . 00000	 １ . 00000	 0 . 00000	
２ １ . 4１4２１	 5２ 7 .２１１１0	 １ 0 . 0１745	 0 . 99985	 0 . 0１746	 46 0 .7１9３4	 0 . 69466	 １ . 0３55３	
３ １ . 7３２05	 5３ 7 .２80１１	 ２ 0 . 0３490	 0 . 999３9	 0 . 0３49２	 47 0 .7３１３5	 0 . 68２00	 １ . 07２３7	
4 ２ . 00000	 54 7 .３4847	 ３ 0 . 05２３4	 0 . 9986３	 0 . 05２4１	 48 0 .74３１4	 0 . 669１３	 １ . １１06１	
5 ２ . ２３607	 55 7 .4１6２0	 4 0 . 06976	 0 . 99756	 0 . 0699３	 49 0 .7547１	 0 . 65606	 １ . １50３7	
6 ２ . 44949	 56 7 .48３３１	 5 0 . 087１6	 0 . 996１9	 0 . 08749	 50 0 .76604	 0 . 64２79	 １ . １9１75	
7 ２ . 64575	 57 7 .5498３	 6 0 . １045３	 0 . 9945２	 0 . １05１0	 5１ 0 .777１5	 0 . 6２9３２	 １ . ２３490	
8 ２ . 8２84３	 58 7 .6１577	 7 0 . １２１87	 0 . 99２55	 0 . １２２78	 5２ 0 .7880１	 0 . 6１566	 １ . ２7994	
9 ３ . 00000	 59 7 .68１１5	 8 0 . １３9１7	 0 . 990２7	 0 . １4054	 5３ 0 .79864	 0 . 60１8２	 １ . ３２704	
１0 ３ .１6２２8	 60 7 .74597	 9 0 . １564３	 0 . 98769	 0 . １58３8	 54 0 .8090２	 0 . 58779	 １ . ３76３8	
１１ ３ .３１66２	 6１ 7 .8１0２5	 １0 0 .１7３65	 0 . 9848１	 0 . １76３３	 55 0 .8１9１5	 0 . 57３58	 １ . 4２8１5	
１２ ３ .464１0	 6２ 7 .8740１	 １１ 0 .１908１	 0 . 98１6３	 0 . １94３8	 56 0 .8２904	 0 . 559１9	 １ . 48２56	
１３ ３ .60555	 6３ 7 .9３7２5	 １２ 0 .２079１	 0 . 978１5	 0 . ２１２56	 57 0 .8３867	 0 . 54464	 １ . 5３986	
１4 ３ .74１66	 64 8 .00000	 １３ 0 .２２495	 0 . 974３7	 0 . ２３087	 58 0 .84805	 0 . 5２99２	 １ . 600３３	
１5 ３ .87２98	 65 8 .06２２6	 １4 0 .２4１9２	 0 . 970３0	 0 . ２49３３	 59 0 .857１7	 0 . 5１504	 １ . 664２8	
１6 4 .00000	 66 8 .１２404	 １5 0 .２588２	 0 . 9659３	 0 . ２6795	 60 0 .8660３	 0 . 50000	 １ . 7３２05	
１7 4 .１２３１１	 67 8 .１85３5	 １6 0 .２7564	 0 . 96１２6	 0 . ２8675	 6１ 0 .8746２	 0 . 4848１	 １ . 80405	
１8 4 .２4２64	 68 8 .２46２１	 １7 0 .２9２３7	 0 . 956３0	 0 . ３057３	 6２ 0 .88２95	 0 . 46947	 １ . 8807３	
１9 4 .３5890	 69 8 .３066２	 １8 0 .３090２	 0 . 95１06	 0 . ３２49２	 6３ 0 .89１0１	 0 . 45３99	 １ . 96２6１	
２0 4 .47２１4	 70 8 .３6660	 １9 0 .３２557	 0 . 9455２	 0 . ３44３３	 64 0 .89879	 0 . 4３8３7	 ２ . 050３0	
２１ 4 .58２58	 7１ 8 .4２6１5	 ２0 0 .３4２0２	 0 . 9３969	 0 . ３6３97	 65 0 .906３１	 0 . 4２２6２	 ２ . １445１	
２２ 4 .6904２	 7２ 8 .485２8	 ２１ 0 .３58３7	 0 . 9３３58	 0 . ３8３86	 66 0 .9１３55	 0 . 40674	 ２ . ２4604	
２３ 4 .7958３	 7３ 8 .54400	 ２２ 0 .３746１	 0 . 9２7１8	 0 . 4040３	 67 0 .9２050	 0 . ３907３	 ２ . ３5585	
２4 4 .89898	 74 8 .60２３３	 ２３ 0 .３907３	 0 . 9２050	 0 . 4２447	 68 0 .9２7１8	 0 . ３746１	 ２ . 47509	
２5 5 .00000	 75 8 .660２5	 ２4 0 .40674	 0 . 9１３55	 0 . 445２３	 69 0 .9３３58	 0 . ３58３7	 ２ . 60509	
２6 5 .0990２	 76 8 .7１780	 ２5 0 .4２２6２	 0 . 906３１	 0 . 466３１	 70 0 .9３969	 0 . ３4２0２	 ２ . 74748	
２7 5 .１96１5	 77 8 .77496	 ２6 0 .4３8３7	 0 . 89879	 0 . 4877３	 7１ 0 .9455２	 0 . ３２557	 ２ . 904２１	
２8 5 .２9１50	 78 8 .8３１76	 ２7 0 .45３99	 0 . 89１0１	 0 . 5095３	 7２ 0 .95１06	 0 . ３090２	 ３ . 07768	
２9 5 .３85１6	 79 8 .888１9	 ２8 0 .46947	 0 . 88２95	 0 . 5３１7１	 7３ 0 .956３0	 0 . ２9２３7	 ３ . ２7085	
３0 5 .477２３	 80 8 .944２7	 ２9 0 .4848１	 0 . 8746２	 0 . 554３１	 74 0 .96１２6	 0 . ２7564	 ３ . 4874１	
３１ 5 .56776	 8１ 9 .00000	 ３0 0 .50000	 0 . 8660３	 0 . 577３5	 75 0 .9659３	 0 . ２588２	 ３ . 7３２05	
３２ 5 .65685	 8２ 9 .055３9	 ３１ 0 .5１504	 0 . 857１7	 0 . 60086	 76 0 .970３0	 0 . ２4１9２	 4 . 0１078	
３３ 5 .74456	 8３ 9 .１１04３	 ３２ 0 .5２99２	 0 . 84805	 0 . 6２487	 77 0 .974３7	 0 . ２２495	 4 . ３３１48	
３4 5 .8３095	 84 9 .１65１5	 ３３ 0 .54464	 0 . 8３867	 0 . 6494１	 78 0 .978１5	 0 . ２079１	 4 . 7046３	
３5 5 .9１608	 85 9 .２１954	 ３4 0 .559１9	 0 . 8２904	 0 . 6745１	 79 0 .98１6３	 0 . １908１	 5 . １4455	
３6 6 .00000	 86 9 .２7３6２	 ３5 0 .57３58	 0 . 8１9１5	 0 . 700２１	 80 0 .9848１	 0 . １7３65	 5 . 67１２8	
３7 6 .08２76	 87 9 .３２7３8	 ３6 0 .58779	 0 . 8090２	 0 . 7２654	 8１ 0 .98769	 0 . １564３	 6 . ３１３75	
３8 6 .１644１	 88 9 .３808３	 ３7 0 .60１8２	 0 . 79864	 0 . 75３55	 8２ 0 .990２7	 0 . １３9１7	 7 . １１5３7	
３9 6 .２4500	 89 9 .4３３98	 ３8 0 .6１566	 0 . 7880１	 0 . 78１２9	 8３ 0 .99２55	 0 . １２１87	 8 . １44３5	
40 6 .３２456	 90 9 .4868３	 ３9 0 .6２9３２	 0 . 777１5	 0 . 80978	 84 0 .9945２	 0 . １045３	 9 . 5１4３6	
4１ 6 .40３１２	 9１ 9 .5３9３9	 40 0 .64２79	 0 . 76604	 0 . 8３9１0	 85 0 .996１9	 0 . 087１6	 １１ . 4３005	
4２ 6 .48074	 9２ 9 .59１66	 4１ 0 .65606	 0 . 7547１	 0 . 869２9	 86 0 .99756	 0 . 06976	 １4 . ３0067	
4３ 6 .55744	 9３ 9 .64３65	 4２ 0 .669１３	 0 . 74３１4	 0 . 90040	 87 0 .9986３	 0 . 05２３4	 １9 . 08１１4	
44 6 .6３３２5	 94 9 .695３6	 4３ 0 .68２00	 0 . 7３１３5	 0 . 9３２5２	 88 0 .999３9	 0 . 0３490	 ２8 . 6３6２5	
45 6 .708２0	 95 9 .74679	 44 0 .69466	 0 . 7１9３4	 0 . 96569	 89 0 .99985	 0 . 0１745	 57 . ２8996	
46 6 .78２３３	 96 9 .79796	 45 0 .707１１	 0 . 707１１	 １ . 00000	 90 １ .00000	 0 . 00000	 ＊＊＊＊＊
47 6 .85565	 97 9 .84886	
48 6 .9２8２0	 98 9 .89949	
49 7 .00000	 99 9 .94987	
50 7 .07１07	 １00 １0 .00000	

１0１ １0 .04988	
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受　験　地 受 験 番 号 氏 名

（この欄記入不要）

東　京
十の位

【多肢択一式答案用紙】

【記述式答案用紙】

受験地コード番号表

01
東　京

02
大　阪

03
名古屋

04
広　島

05
福　岡

06
那　覇

07
仙　台

08
札　幌

09
高　松

一の位
0 1 3 6

千の位 百の位 十の位 一の位

試験区分

民事　二子

東京 36 民事　二子

受 験 地
受験番号
氏 名

左の者が受験者の場合の記入例は、
下記のとおりとなります。

東 京
36

民事二子

〔記入例〕

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0 0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0

1 2

1
2
3
4
5
6
7
8
9

受
験
地

受
験
番
号

氏

名
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